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7月12日

共催 /沖縄に基地を押しつけない市民の会
（連絡先 : 関西沖縄文庫06-6552-6709）
沖縄差別を解消するために沖縄の米軍基地を大阪に引き取る行動
（連絡先 :info@tbbo.koudo.info）

北部訓練場

辺野古弾薬庫

辺野古

高江

キャンプ・ハンセン
金武ブルービーチ訓練所

キャンプ・シュワブ

陸・海・空の全ての部隊が
展開可能な米軍基地の
建設計画がある場所

ヘリパッド建設予定地
高江の村落を取り囲むように
建設されようとしています

伊江島補助飛行場

読谷補助飛行場

キャンプ瑞慶覧

ホワイト・ビーチ

嘉手納飛行場

普天間飛行場
牧港補給施設

那覇港湾施設

嘉手納弾薬庫

トリイ
通信施設

プロフィール

1956 年、福島県生まれ。東京大学大学院総合文化
研究科教授。哲学や「人間の安全保障」などを教える。
沖縄の米軍基地問題についても発言を続け、6 月に
は集英社新書で『沖縄の米軍基地 「県外移設」を考
える』を出版。
ベストセラーとなった『靖国問題』（ちくま新書）
ほか著書多数。近著に『憲法のポリティカ』（共著、
白澤社）、『犠牲のシステム 福島・沖縄』（集英社新
書）、『いのちと責任』（共著、大月書店）、『犠牲の
死を問う』（共著、梨の木舎）、『3・11以後とキリスト教』（共著、ぷねうま舎）、
『フクシマ以後の思想を求めて』（共著、平凡社）などがある。

照屋屋義実照屋屋義義実照照 プロフィール

1947 年与那原町生まれ。福島大学経済学部卒。3 年
間の商社勤務を経て復帰翌年（1972年）に帰郷。父親
創業の照正組に後継者として入社、1991 年に事業継
承として代表取締役社長に就任。現在、照正グルー
プ6社の代表をしている。
2001年には産業界初の県教育委員長に就任。2004
年には与那原大綱を「綱・美ら・エイサー祭り」（大
正区）に送る会会長、2010～12 年に沖縄県建設
業協会会長、2012～15 年沖縄県商工会連合会会
長を歴任した。

千島公園

スーパー玉出

大正区役所

阪神高速

国道171号線

大正駅

大正区コミュニティセンター

（バスでの行き方）
ＪＲ環状線・地下鉄長堀鶴見線の「大正駅」で降りてバス乗場②から（71）（90）（91）「鶴町四」行、 「大正区役所前」下車
※ （71）「鶴町四」は、「なんば」バスターミナル③でも乗れます。

（東京大学大学院教授・哲学者）

（照正組社長・沖縄県商工会連合会前会長）

場所 : 大正区コミュニティーセンター
　　　　住所 /大阪市大正区千島2-6-15

１３：３０会場
１４：００開始
ゲスト　照屋 義実
　　　　高橋 哲哉

参加費1,000円
（学生は500円）

（哲学者）

（照正組社長）


